
CO2排出量等の
評価ツールを作成

環境地質本部 地質研究所

木質バイオマスの環境適合性・経済性評価

背 景

成 果

期待される効果

共同研究機関：当別町 （協力機関：木質ボイラ関連企業）

戦略研究

事業計画立案、設備導入評価や運用改善効果の把握が容易になり、再エネの利用が促進される。

再エネ利用設備の導入効果予測や運用時の効果検証のため、
CO2削減量や経済波及効果の定量的評価が求められている。

１ ２ ３
評価範囲とデータ項目
の特定 モデルケースの効果を試算

化石燃料との比較を念頭に、暖房による
CO2排出量と運転コストの評価範囲を特定

コスト

エネルギー
ボイラ効率、CO2排出係数

年間熱需要、木質：化石の比率

燃料・電気代、労務費等工事費・補助金

実証に基づく計算法の構築

運用時のCO2排出量、コスト回収期間、
圏域への経済波及効果

入力情報

木質バイオマスボイラ格納コンテナ

地域の木質燃料使用で、
・燃料費は灯油比7％削減
・地域内で循環する正味のお金は
化石燃料の約3倍

出力情報

CO2削減の内訳
CO2排出量[t/シーズン] CO2排出量の

削減率重油 電力
導入前 186.2 25.6 

46％減導入後 92.6 22.5 
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西当別小・中学校への木質ボイラ導入効果
を評価ツールで算定

経済波及効果
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問い合わせ：研究事業部 電話：011-747-2809

施設更新時に重油ボイラから木質チップ
ボイラへ転換した小学校
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